
JA全農えひめ情報

2016・February

2016年２月１日発行（毎月1回1日発行）No.974号

■特集

愛媛県内のTACの取り組みとＪＡ全農えひめの取り組み



Vol.182

　
「
千
代
の
亀
酒
造
」
は
江
戸
時
代
中
期
に
亀
岡
久
平
氏
が
「
亀

岡
酒
造
」
と
し
て
始
め
た
歴
史
あ
る
蔵
で
す
。
か
つ
て
は
旧
・

五
十
崎
町
に
10
軒
あ
っ
た
蔵
も
昭
和
45
年
に
は
当
蔵
１
軒
に
。

９
代
目
の
亀
岡
徹あ

き
ら

氏
は
そ
れ
ま
で
の
大
量
生
産
か
ら
“
本
物
”

に
こ
だ
わ
り
、
米
の
味
を
引
き
出
す
純
米
吟
醸
酒
造
り
に
取
り

組
み
ま
す
。
と
り
わ
け
生
酒
に
力
を
注
ぎ
、
昭
和
60
年
代
に
長

期
熟
成
凍
結
酒
が
誕
生
、
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
伝
統
蔵
を
絶
や
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
」。
有
志
ら

の
熱
い
思
い
に
地
元
企
業
が
支
援
に
乗
り
出
し
、
平
成
７
年
に

社
名
を
銘
柄
と
同
じ
「
千
代
の
亀
酒
造
」
と
変
更
。
平
成
25
年

に
小
田
川
沿
い
へ
新
築
移
転
。
冷
房
完
備
の
新
蔵
で
、
酒
本
来

の
味
を
引
き
出
す
昔
な
が
ら
の
槽ふ

な

搾し
ぼ

り
を
全
量
採
用
、
地
元
契

約
農
家
の
減
農
薬
米
を
使
用
す
る
な
ど
、
酒
造
り
へ
の
こ
だ
わ

り
と
真
摯
な
姿
勢
は
そ
の
ま
ま
の
酒
造
り
が
続
き
ま
す
。

　

昨
年
は
他
社
に
先
駆
け
、
愛
媛
酵
母
Ｅ
Ｋ

－

７
を
使
っ
た
新

酒
を
発
表
。
そ
の
フ
ル
ー
テ
ィ
な
香
が
好
評
を
博
し
ま
す
。
そ

し
て
今
年
は
創
業
３
０
０
周
年
の
大
き
な
節
目
の
年
に
あ
た
り

ま
す
。
Ｅ
Ｋ

－

７
酵
母
や
凍
結
酒
と
い
っ
た
魅
力
の
酒
、
酒
造

好
適
米
・
五
百
万
石
使
用
の
キ
レ
イ
な
酒
、
日
本
酒
離
れ
の
若

者
に
も
ア
ピ
ー
ル
す
る
企
画
力
や
開
発
力
、
酒
造
り
の
信
念
を

パ
ワ
ー
に
様
々
な
挑
戦
を
し
て
い
き
ま
す
。
銘
柄「
千
代
の
亀
」

の
名
の
如
く
、
千
代
に
八
千
代
に
愛
さ
れ
る
酒
と
し
て
。

千代の亀酒造株式会社
代表銘柄	 千代の亀
創　　業	 1716年（享保元年）
代 表 者	 代表取締役　佐伯　猛
住　　所	 喜多郡内子町平岡甲1294-1
T E L	 0893-44-2201

▼

千
代
の
亀
酒
造
の
若
き
伝
道
者
・
蔵
人
に
し
て

営
業
広
報
を
担
う
木
村
大
二
朗
さ
ん

▼

槽
搾
り
の
作
業
風
景
。
時
間
と
手
間
と

引
き
換
え
に
、
雑
味
の
な
い
味
に
仕
上

が
る 愛

媛
の
酒
蔵
め
ぐ
り

千
代
の
亀

８
▲（右）しっかりした旨みと力強い口当たりの「純米吟
醸　緑（みどり）」。（中）300周年記念の酒、第一弾。
愛媛酵母EK-7使用、華やかな香とまろやかな旨みが
口の中をさらりと流れる「純米大吟醸　 流（そうりゅ
う）」。（左）「純米吟醸　しずく媛」は華やかさとやさ
しい口当たり



今月の表紙

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○�営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○�安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○�地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　

 ２月14日はバレンタインデー。ボーイ
フレンドに渡す手編みのセーターが、も
う少しで完成！ 　３月14日のホワイト
デーは、きっと｢い♡いよかん｣♪　４月
14日のハッピー・オレンジデーにつな
がっていくといいですね。寒さが吹き飛
ぶようなホットなハナシに誘われて、庭
先の梅のつぼみも膨らんできています。

●表紙：バレンタインデー目前
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）
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●2　 　〈特集〉愛媛県内のTACの取り組みとＪＡ全農えひめの取り組み

� �ＪＡの総合力を発揮して担い手支援と
� �地域農業の振興をめざします。

●9　 　 統計BOX

●10　　 ふるさと  ESSAY  VOL.250

日本酒、大好きです。
 平繁　かなえさん

●12　　 TOPIC NEWS

●16　　 READERS通信

NOW  NOW  COOKING
〈今月の素材〉キウイフルーツ



Ａ
担
当
者
を
〝
Ｔ
Ａ
Ｃ
〟
と
位
置
付
け
て

い
ま
す
。

　

全
国
統
一
名
称
は
、
平
成
20
年
に
一
般

公
募
し
、
Ｊ
Ａ
・
連
合
会
が
一
体
（
チ
ー

ム
）
と
な
っ
て
地
域
農
業
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

イ
ト
す
る
と
い
う
意
味
を
持
つ
「T

eam
 

for A
griculture Coordination

」
の
頭

文
字
を
と
っ
て
「
Ｔ
・
Ａ
・
Ｃ
」
と
決
定

さ
れ
、「
Ｔ
と
こ
と
ん
、
Ａ
会
っ
て
、
Ｃ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
キ
ッ
チ
コ

ピ
ー
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

行
っ
て
い
ま
す
。
県
内
に
お
い
て
は
、
平

成
27
年
度
に
新
た
に
２
Ｊ
Ａ
で
設
置
さ

れ
、
10
Ｊ
Ａ
・
80
人
が
経
営
体
に
出
向
く

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

５
年
後
、
10
年
後
と
地
域
農
業
を
担
っ

て
い
く
農
業
経
営
者
、
つ
ま
り
「
地
域
農

業
の
担
い
手
」
に
出
向
き
、
担
い
手
の
意

見
・
要
望
を
収
集
し
Ｊ
Ａ
関
係
部
署
に
つ

な
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
の
事
業
に
反
映

さ
せ
、
Ｊ
Ａ
の
事
業
基
盤
の
充
実
に
貢
献

し
て
い
く
。
そ
う
い
っ
た
活
動
を
行
う
Ｊ

　

全
農
は
、
地
域
農
業
の
担
い
手
に
出
向

く
活
動
を
強
化
し
、
多
様
化
す
る
担
い
手

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
よ
う
と
、Ｔ
Ａ
Ｃ（
＝

地
域
農
業
の
担
い
手
に
出
向
く
Ｊ
Ａ
担
当

者
）
の
設
置
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

全
国
で
は
２
５
４
Ｊ
Ａ
で
１
、６
１
２

人
が
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
し
て
、
約
７
万
戸
の
農
業

経
営
者
を
対
象
に
、
訪
問
・
面
談
活
動
を

　

Ｔ
Ａ
Ｃ
は
、「
と
こ
と
ん
会
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
合
言
葉
に
、「
地
域
農
業
の
担
い
手
に
出
向
く
Ｊ
Ａ
担
当
者
」

の
全
国
統
一
の
愛
称
で
す
。
現
在
、
愛
媛
県
内
で
は
10
Ｊ
Ａ
・
80
人
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
、
Ｊ
Ａ
の
担
い
手
対
応
の
総
合
窓
口
と
し
て

日
々
担
い
手
を
訪
問
し
、
意
見
・
要
望
等
の
情
報
収
集
を
は
じ
め
Ｊ
Ａ
の
総
合
力
を
発
揮
し
た
提
案
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
担

い
手
づ
く
り
や
手
取
り
向
上
に
つ
な
が
る
経
営
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
県
内
Ｊ
Ａ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
取
り
組
み
状
況
と
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
の
取
り
組
み
・
支
援
の
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｔ
Ａ
Ｃ
と
は

特

集

◆特集：愛媛県内のTACの取り組みとＪＡ全農えひめの取り組み

Ｊ
Ａ
の
総
合
力
を
発
揮
し
て
担
い
手
支
援
と

地
域
農
業
の
振
興
を
め
ざ
し
ま
す
。
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営
体
の
基
準
は
Ｊ
Ａ
ご
と
に
異
な
り
ま

す
。
な
お
、
全
国
的
に
は
、「
農
業
生
産

法
人
」
や
「
集
落
営
農
組
織
」、「
若
手
農

業
者
・
新
規
就
農
者
」
と
い
っ
た
将
来
の

地
域
農
業
を
担
う
農
業
者
・
経
営
体
を
重

点
訪
問
先
と
す
る
Ｊ
Ａ
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
活
動
体
制
も
Ｊ
Ａ
ご

と
に
異
な
り
ま
す

が
、
内
部
・
外
部

環
境
が
変
化
す
る

中
で
は
、
積
極
的

に
再
構
築
を
行

い
、
求
め
ら
れ
る

機
能
を
再
定
義
す

る
こ
と
も
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

訪
問
に
よ
り
収

集
し
た
要
望
・
意

見
は
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
個

人
に
と
ど
め
る
こ

と
な
く
、
Ｊ
Ａ
の

事
業
部
門
や
連
合

会
等
と
連
携
し

て
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
総
合
力
を
発

揮
し
た
対
応
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ａ
Ｃ
の
目
的
は
、
①
担
い
手
と
Ｊ
Ａ

と
の
信
頼
関
係
の
構
築
、
②
Ｊ
Ａ
の
横
串

機
能
の
強
化
と
改
善
、
③
地
域
農
業
発
展

と
成
果
の
見
え
る
化
を
め
ざ
し
て
、日
々
、

地
域
農
業
の
担
い
手
を
訪
問
し
、ご
意
見
・

ご
要
望
を
伺
い
、
Ｊ
Ａ
役
員
・
関
係
部
署

に
つ
な
ぎ
Ｊ
Ａ
の
事
業
や
業
務
改
善
に
結

び
付
け
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

Ｔ
Ａ
Ｃ
の
活
動
で
は
、
訪
問
す
る
経
営

体
の
選
定
が
重
要
で
す
。
選
定
に
あ
た
っ

て
は
、
概
ね
Ｔ
Ａ
Ｃ
１
人
に
つ
き
50
経
営

体
以
内
を
基
本
と
し
、
Ｊ
Ａ
が
基
準
を
設

定
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
訪
問
す
る
経

Ｔ
Ａ
Ｃ
の
目
的
・
活
動

図１　ＪＡグループにおけるTACの担い手対応の目的と手順

図２　TAC活動のポイント「ＪＡグループの総合力の発揮」

　担い手の要望に対しては、ＪＡの事業部門や連合会等と連携して、ＪＡグループ
の総合力を発揮した対応を実施します。これにより、担い手の満足度の向上を達成
します。

①�ＪＡ役員・事業部門に伝達すべき担い手の要望・ニーズを分類し、
伝達・共有化する。
②ＴＡＣミーティングで、情報の共有化・対応協議を行う。
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会
に
出
席
し
て
情
報
の
共
有
や
農
業
者
の

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
で
、

Ｔ
Ａ
Ｃ
の
意
識
や
レ
ベ
ル
は
年
々
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
役
員
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
営
農
・
経
済
部

門
だ
け
で
な
く
融
資
部
門
な
ど
Ｊ
Ａ
内
部

の
連
携
も
強
ま
り
、
担
い
手
の
幅
広
い

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
も
整
っ
て
き

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
県
内
Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
は
、

全
国
の
大
会
で
毎
年
Ｊ
Ａ
表
彰
や
Ｔ
Ａ
Ｃ

表
彰
を
受
賞
す
る
な
ど
、
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。
27
年
度
は
、
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
う

わ
が
Ｊ
Ａ
表
彰
（
全
国
７
Ｊ
Ａ
）、
同
Ｊ

Ａ
の
片
山
幸
太
さ
ん
が
Ｔ
Ａ
Ｃ
表
彰
（
全

国
９
人
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
が
定
着
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
で
は
、
Ｔ
Ａ

Ｃ
月
例
会
等
を
通
じ
て
、
ど
う
い
う
施
策

を
提
案
で
き
る
か
を
役
員
・
関
係
部
署
が

集
ま
っ
て
検
討
し
、
そ
の
施
策
を
担
い
手

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク（
提
案
）し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
事
業
を

通
じ
て
、
担
い
手
の
課
題
解
決
、
経
営
の

改
善
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
で
、
担
い
手

の
満
足
度
の
向
上
を
達
成
し
、
信
頼
関
係

を
深
め
る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
取
組
事
例
で
は
、「
法

人
対
応
」「
若
者
・
新
規
就
農
」「
経
営
支

援
」「
６
次
化
」「
販
売
対
策
」「
融
資
」「
法

人
化
支
援
」「
労
働
力
支
援
」「
農
地
集
積
」

「
肥
料
農
薬
」「
加
工
業
務
用
野
菜
」
と
幅

広
く
、
担
い
手
と
の
信
頼
構
築
に
伴
い
、

「
経
営
支
援
」
に
関
す
る
取
り
組
み
が
、

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

本
県
に
お
け
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
取
り
組
み
も

年
々
充
実
し
て
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
の
担
い

手
対
応
の
総
合
窓
口
と
し
て
、
担
い
手
づ

く
り
、
手
取
り
向
上
に
つ
な
が
る
経
営
支

援
、
担
い
手
の
要
望
に
応
え
Ｊ
Ａ
営
農
・

経
済
活
動
に
反
映
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
Ｊ
Ａ
で
は
、
役
員
が
Ｔ
Ａ
Ｃ
月
例

※
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
う
わ
の
取
り
組
み
は
６

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
全
農
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

２
０
１
４
年
度
・
２
０
１
５
年
度
の
全
国

表
彰
Ｊ
Ａ
・
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
活
動
や
、
基
本
方

針
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
（「
全
農
担
い

手
対
応
」）。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
で
は
、
Ｊ
Ａ
の
Ｔ
Ａ

Ｃ
活
動
の
活
性
化
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
よ

う
と
、
部
門
間
連
携
を
強
化
し
て
、
担
い

手
対
策
要
領
に
よ
る
支
援
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｃ

の
人
材
育
成
支
援
、
県
域
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
よ
る

担
い
手
対
応
の
フ
ォ
ロ
ー
等
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

⑴　

担
い
手
対
策
要
領
を
通
じ
た
支
援

　

担
い
手
対
策
要
領
で
は
、
Ｊ
Ａ
・
関
係

団
体
が
行
う
新
規
就
農
者
育
成
・
担
い
手

へ
の
労
働
力
支
援
の
体
制
整
備
や
、
新
品

種
・
新
技
術
の
実
証
を
行
う
際
の
費
用
の

一
部
を
助
成
す
る
と
と
も
に
、
担
い
手
が

新
規
に
農
作
物
を
作
付
す
る
際
の
生
産
資

材
費
の
一
部
助
成
を
実
施
し
、
Ｊ
Ａ
の
Ｔ

Ａ
Ｃ
に
よ
る
産
地
振
興
・
担
い
手
支
援
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
27
年
度
の

担
い
手
対
策
要
領
を
通
じ
た
助
成
は
、
当

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

Ｊ
Ａ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

年
々
充
実
す
る

県
内
Ｊ
Ａ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動

▲

�

�27
年
度
全
国
大
会
で
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
う
わ
が
Ｊ
Ａ
表
彰
と

　

Ｔ
Ａ
Ｃ
表
彰
を
受
賞

特

集
◆特集：愛媛県内のTACの取り組みとＪＡ全農えひめの取り組み
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初
計
画
を
上
回
る
２
、６
０
０
万
円
程
度

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

⑵　

人
材
育
成
支
援

　

人
材
育
成
支
援
で
は
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
階
層
別

研
修
会
や
指
導
員
会
と
連
携
し
た
相
互
ほ

場
研
修
会
、
愛
媛
県
Ｔ
Ａ
Ｃ
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
大
会
（
代
表
者
に
よ
る
発
表
会
）
等
を

計
画
的
に
開
催
し
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
資
質
向
上

と
活
動
活
性
化
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

担
い
手
へ
の
総
合
的
な
経
営
改
善
提
案

が
求
め
ら
れ
る
中
、
平
成
27
年
度
に
は
、

初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
県
信
連
・
中
央

会
と
合
同
で
「
農
業
経
営
支
援
実
践
研
修

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
昨
年
６
月
、
営
農
部

門
と
金
融
部
門
が
一
体
と
な
り
、
Ｊ
Ａ
の

総
合
力
を
発
揮
し
た
農
業
経
営
支
援
能
力

を
習
得
し
、
担
い
手
の
所
得
向
上
に
つ
な

げ
よ
う
と
開
き
、Ｔ
Ａ
Ｃ
や
営
農
指
導
員
、

農
業
融
資
担
当
者
ら
Ｊ
Ａ
か
ら
60
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
参
加
者
が

７
班
に
分
か
れ
、
土
地
利
用
型
と
柑
橘
の

モ
デ
ル
経
営
体
の
課
題
を
整
理
し
、
営
農

部
門
か
ら
は
作
物
提
案
や
機
械
・
施
設
の

導
入
提
案
、
金
融
部
門
か
ら
は
農
業
融
資

メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
を
行
い
、
経
営
改
善
計

画
表
を
作
成
。
参
加
者
か
ら
は
「
実
践
に

結
び
付
く
」「
連
携
が
図
れ
て
よ
か
っ
た
」

と
好
評
で
し
た
。

⑶　

県
域
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
活
動

　

県
域
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
、
Ｊ
Ａ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
月
例

会
に
参
加
し
、
県
本
部
の
各
品
目
担
当
と

も
連
携
し
情
報
交
換
に
努
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
Ｊ
Ａ
と
訪
問
先
リ
ス
ト
を
共
有

し
、
法
人
や
大
規
模
経
営
体
な
ど
担
い
手

へ
の
直
接
訪
問
に
よ
り
、
情
報
提
供
や
収

集
を
通
じ
て
、
信
頼
構
築
を
図
っ
て
い

ま
す
。

⑷�　

平
成
28
年
度
か
ら
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

愛
媛
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
設

置
に
よ
る
支
援

　

平
成
28
年
度
か
ら
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ

め
・
Ｊ
Ａ
愛
媛
県
信
連
・
Ｊ
Ａ
共
済
連
愛

媛
・
Ｊ
Ａ
愛
媛
中
央
会
で
構
成
す
る
「
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
連
絡
協
議
会
（
仮
称
）」
の
設
置
に

向
け
て
、
現
在
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
で
は
、
連
合
会
・
中
央
会
が

連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
効
率
的
か
つ

有
効
と
考
え
ら
れ
る
機
能
を
発
揮
し
、
Ｊ

Ａ
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
農
業
法
人
や
大
規
模
経
営
体

等
の
担
い
手
に
出
向
く
体
制
を
強
化
し
、

Ｊ
Ａ
単
独
で
は
対
応
が
困
難
な
担
い
手
に

つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
と
の
同
行
訪
問
や
単
独
で

の
直
接
訪
問
も
行
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
農
業
者
の
所

得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」
を
自
己

改
革
の
最
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
お
り
、
担
い
手
の
総
合
対
応
を

行
う
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
役
割
・
活
動
は
ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
で
は
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動

の
活
性
化
を
通
じ
て
、
Ｊ
Ａ
と
チ
ー
ム
・

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
地
域
農
業
の
振
興
と
産

地
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

▲

��

農
業
経
営
支
援
実
践
研
修
会
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地
域
生
産
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ａ
Ｃ
の
主
な
業
務
内
容
は
、
①
地
域

農
業
の
中
心
と
な
る
大
規
模
担
い
手
経
営

体
や
農
業
法
人
に
対
す
る
総
合
的
な
営
農

支
援
、
②
行
政
等
の
関
係
機
関
と
一
体
と

な
っ
た
担
い
手
の
経
営
状
況
に
応
じ
た
営

農
指
導
の
実
施
、
③
地
域
に
即
し
た
生
産

計
画
の
策
定
・
品
目
推
進
に
よ
る
生
産
の

維
持
拡
大—

で
す
。

　

平
成
27
年
度
は
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
５
年
目
を

迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
、
平
成
27
年
11
月
の
「
全
国
Ｔ
Ａ
Ｃ
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会
２
０
１
５
」
に
お
い

て
、
Ｊ
Ａ
表
彰
な
ら
び
に
Ｔ
Ａ
Ｃ
表
彰

（
個
人
表
彰
＝
営
農
部
農
産
課
宇
和
農
産

セ
ン
タ
ー
片
山
幸
太
さ
ん
）
を
受
賞
し
ま

し
た
。

主
な
取
組
内
容

１�

．
水
田
フ
ル
活
用
の
提
案
に
よ
る
担
い

手
の
所
得
向
上

　

現
行
耕
作
面
積
の
フ
ル
活
用
に
向
け
、

農
政
に
対
応
し
た
飼
料
用
米
、
酒
米
、
麦
、

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
う
わ
で
は
、
平
成
22
年
に

第
１
期
農
業
振
興
計
画
を
策
定
し
、
地
域

の
生
産
基
盤
の
維
持
拡
大
に
取
り
組
む
な

か
、
平
成
23
年
度
に
営
農
指
導
員
の
中
か

ら
５
名
を
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
し
て
任
命
し
、
活
動

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
現
在
は
、
指

導
課
、
管
内
４
地
区
の
農
産
セ
ン
タ
ー
、

西
予
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
計
８
名
の

Ｔ
Ａ
Ｃ
を
配
置
。部
門
間
連
携
を
強
化
し
、

大
豆
等
や
裏
作
を
活
用
し
た
加
工
業
務

用
キ
ャ
ベ
ツ
の
作
付
提
案
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

２�

．
農
業
法
人
と
連
携
し
た
新
規
就
農

者
・
後
継
者
育
成

　

新
規
就
農
者
・
後
継
者
育
成
を
目
指
し
、

農
事
組
合
法
人
加
茂
フ
ァ
ー
ム
と
の
連
携

に
よ
る
キ
ャ
ベ
ツ
や
白
ね
ぎ
等
の
新
規
作

付
に
よ
る
年
間
作
業
体
系
の
確
立
を
実
現

し
ま
し
た
。

３�

．
若
手
農
業
者
組
織
と
連
携
し
た
食
農

活
動
へ
の
取
り
組
み

　

地
域
の
後
継
者
確
保
に
向
け
た
婚
活

支
援
イ
ベ
ン
ト
や
学
童
を
対
象
と
し
た

農
業
体
験
「
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
」、「
田
ん

ぼ
の
教
室
」
等
の
食
農
教
育
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

４�

．
耕
畜
連
携
に
向
け
た
稲
わ
ら
・
麦
わ

ら
利
用
体
制
の
整
備

　

新
規
需
要
米
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
、
飼
料
用

米
）
を
水
田
転
作
の
強
化
に
伴
い
作
付
提

案
し
、
耕
畜
農
家
の
連
携
強
化
に
よ
る
地

域
循
環
型
農
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

５�

．
Ｊ
Ａ
に
よ
る
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

　
（
農
作
業
支
援
）
事
業
の
展
開

　

Ｊ
Ａ
が
農
作
業
支
援
事
業
を
展
開
し
、

担
い
手
の
規
模
拡
大
に
伴
う
労
働
力
支
援

や
高
齢
農
家
の
作
業
支
援
を
実
施
し
、
地

域
農
業
の
維
持
拡
大
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

〈
Ｊ
Ａ
事
例
紹
介
①
〉
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
う
わ

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
生
命
（
い
の
ち
）
を
育
む

西
予
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に
向
け
、

経
営
面
な
ど
総
合
的
な
営
農
支
援
強
化

特

集
◆特集：愛媛県内のTACの取り組みとＪＡ全農えひめの取り組み
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３
づ
く
り
運
動
を
展
開

　

～
中
核
と
な
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
を
強
化

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
う
わ
で
は
、
平
成
27
年
度

に
第
２
期
農
業
振
興
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。『
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
生
命（
い

の
ち
）
を
育
む
西
予
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
』

と
題
し
、「
環
境
に
や
さ
し
い
も
の
づ
く

り
」「
持
続
的
な
担
い
手
づ
く
り
」「
力
強

い
販
売
戦
略
づ
く
り
」
の
３
づ
く
り
運
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
農
業
の
振
興
に
向
け
た
３
づ
く
り

運
動
を
進
め
る
中
核
と
し
て
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
活

動
の
取
り
組
み
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
う
わ
指
導
課
の
福
井
重
雄

課
長
は
、「
当
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
第
２
期
農
業

振
興
計
画
の
達
成
に
向
け
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動

の
取
り
組
み
強
化
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
営
農
指
導
・
購
買
・
集
荷
販
売
等

の
多
岐
に
わ
た
る
業
務
を
担
う
営
農
指
導

員
が
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

多
方
面
か
ら
の
情
報
を
よ
り
タ
イ
ム
リ
ー

に
発
信
で
き
、
担
い
手
の
経
営
に
踏
み
込

ん
だ
対
応
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
今
後
も

さ
ら
に
出
向
く
体
制
の
強
化
、
経
営
指
導

の
強
化
に
努
め
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
中
心
と
な
り
、

担
い
手
へ
の
総
合
的
な
営
農
支
援
に
結
び

付
け
て
い
き
ま
す
」
と
今
後
の
展
開
に
向

け
て
力
強
く
抱
負
を
話
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
お
ち
い
ま
ば
り
は
、
平
成
24
年
度

か
ら
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
導
入
し
、
平
成
25
年
度
に

開
催
さ
れ
た
全
国
Ｔ
Ａ
Ｃ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

大
会
２
０
１
３
で
は
Ｊ
Ａ
表
彰
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。現
在
は
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
者
７
名
、

Ｔ
Ａ
Ｃ
統
括
１
名
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
７
名
と
い
う

体
制
で
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
Ｊ
Ａ
で
は
、
農
家
の
要
望
を
内
部
で

情
報
共
有
す
る
と
と
も
に
部
門
間
の
連
携

を
進
め
る
た
め
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
定
例
会
議
に
は

役
員
と
営
農
経
済
部
門
だ
け
で
な
く
信
用

事
業
の
課
長
な
ど
も
出
席
。
役
員
の
強
力

な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
迅
速
な

対
応
と
新
し
い
事
業
提
案
・
実
践
な
ど
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
Ｔ
Ａ
Ｃ

が
農
家
の
「
困
っ
た
」
を
集
め
課
題
解
決

を
検
討
し
て
い
く
中
で
、
耕
作
放
棄
地
と

担
い
手
育
成
対
策
と
し
て
Ｊ
Ａ
出
資
農
業

生
産
法
人
「
㈱
フ
ァ
ー
ム
咲
創
（
さ
く
ぞ

う
）」、
農
作
業
支
援
グ
ル
ー
プ
「
心
耕
隊

（
し
ん
こ
う
た
い
）」
と
い
っ
た
地
域
農
業

を
守
る
新
た
な
取
り
組
み
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
耕
畜
連
携
や
省
力
技
術
の
提

案
な
ど
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
取
り
組
み
が
産
地
振

興
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

農
業
生
産
法
人
「
㈱
フ
ァ
ー
ム
咲
創
」
の

設
立

　

管
内
は
遊
休
農
地
・
耕
作
放
棄
地
が
県

内
他
地
区
と
比
較
し
て
も
多
く
、
Ｔ
Ａ
Ｃ

ＪＡひがしうわ
指導課　福井　重雄 課長

〈
Ｊ
Ａ
事
例
紹
介
②
〉
Ｊ
Ａ
お
ち
い
ま
ば
り

Ｔ
Ａ
Ｃ
が
パ
イ
プ
役
と
し
て
耕
作
放
棄
地
対
策
、

担
い
手
育
成
、
農
作
業
支
援
な
ど
農
家
の
要
望
に

応
え
て
地
域
農
業
を
守
る
取
り
組
み
を
展
開

7



も
ら
う
こ
と
で
、
作
付
面
積
・
農
家
所
得

の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
に
加
え
、
27
年
度
は
き
ゅ
う
り

部
会
の
機
運
が
高
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
Ｊ
Ａ
全
体
で
面
積
・
栽
培
農
家
数
と

も
に
増
加
し
、
念
願
の
販
売
高
２
億
円
を

突
破
し
ま
し
た
。

農
作
業
支
援
グ
ル
ー
プ「
心
耕
隊
」の
結
成

　

水
稲
・
野
菜
の
農
作
業
支
援
は
、「
㈱

フ
ァ
ー
ム
咲
創
」が
基
軸
と
な
り
ま
す
が
、

果
樹
の
産
地
維
持
に
向
け
た
担
い
手
へ
の

支
援
が
課
題
と
な
る
中
、平
成
25
年
度
に
、

営
農
販
売
事
業
本
部
内
に
Ｊ
Ａ
職
員
10
名

体
制
で
「
心
耕
隊
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

　

各
セ
ン
タ
ー
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
、
担
い
手
と

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
と
な
り
、
細
か
な

作
業
支
援
要
望
と
「
心
耕
隊
」
の
作
業
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
す
る
な
ど
「
心
耕

隊
」
の
事
業
推
進
お
よ
び
営
業
活
動
を
補

完
し
て
お
り
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
必
要
不
可
欠
な

存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
心
耕
隊
に
よ
る

作
業
受
託
の
評
価
は
高
く
、
高
齢
化
が
進

展
す
る
中
で
、
地
域
農
業
発
展
の
ツ
ー
ル

と
し
て
今
後
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

農
作
業
支
援
事
業
で
は
、
繁
忙
期
と
閑

散
期
の
波
が
あ
り
Ｊ
Ａ
職
員
の
対
応
だ
け

で
は
繁
忙
期
の
対
応
が
難
し
く
な
っ
て
き

指
導
員
の
聞
き
取
り
で
出
さ
れ
た
担
い
手

の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
平
成
24
年
７
月

に
Ｊ
Ａ
出
資
99
％
の
農
業
生
産
法
人
「
㈱

フ
ァ
ー
ム
咲
創
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

事
業
内
容
は
、
①
新
規
就
農
者
を
法
人

雇
用
す
る
「
人
材
育
成
事
業
」、
②
一
時

的
な
農
作
業
（
水
稲
・
野
菜
）
を
受
託
し

支
援
す
る
「
労
働
力
支
援
事
業
」、
③
委

任
さ
れ
た
農
地
で
作
物
を
栽
培
す
る
「
農

業
経
営
事
業
」
で
す
。
そ
の
中
で
、
Ｔ
Ａ

Ｃ
が
担
い
手
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
新
規

就
農
者
へ
の
栽
培
技
術
指
導
や
労
働
力
支

援
提
案
な
ど
迅
速
な
対
応
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

　

主
力
野
菜
の

き
ゅ
う
り
で

は
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
巡

回
時
に
「
収
穫

さ
え
手
伝
っ
て

く
れ
る
な
ら

も
っ
と
面
積
の

拡
大
が
で
き
る

の
に
」
と
い
う

農
家
の
要
望
を

基
に
、
人
材
派

遣
会
社
と
提
携

し
、
農
家
の
朝

の
胡
瓜
収
穫
作

業
を
手
伝
っ
て

た
た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら
人
材
派
遣
会

社
と
連
携
し
、「
心
耕
隊
」
や
「
フ
ァ
ー

ム
咲
創
」
に
応
援
隊
を
派
遣
し
、
田
畑
収

穫
や
植
え
付
け
作
業
に
従
事
し
て
も
ら
う

こ
と
で
態
勢
拡
充
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ａ
お
ち
い
ま
ば
り
営
農
企
画
課
の
森

康
弘
課
長
は
、「
食
と
農
を
基
軸
と
し
地

域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
と
し
て
の
役
割

を
発
揮
す
る
た
め
、
次
期
中
期
計
画
に
合

わ
せ
て
取
り
組
む
農
業
振
興
計
画
を
策
定

中
で
す
。
計
画
で
は
、
主
要
な
７
つ
の
方

針
を
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
と
位
置
づ
け
、

有
利
販
売
、
生
産
コ
ス
ト
抑
制
、
経
営
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
Ｔ
Ａ

Ｃ
が
中
心
と
な
り
戦
略
的
に
取
り
組
む
重

点
７
品
目
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
農
家
所

得
向
上
と
地
域
農
業
の
活
性
化
に
寄
与
し

た
い
」
と
今
後
の
抱
負
・
意
気
込
み
を
話

し
て
い
ま
す
。

ＪＡおちいまばり
営農企画課　森　康弘 課長

▲

��「
心
耕
隊
」
の
農
作
業
支
援

特

集
◆特集：愛媛県内のTACの取り組みとＪＡ全農えひめの取り組み
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9

０
１
３
年
、「
和
食
：
日
本
人
の
伝

統
的
な
食
文
化
」
が
、
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、「
和
食
」
が
料
理
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
、「
自
然
を
尊
ぶ
」
と
い
う
日
本
人

の
精
神
に
基
づ
い
た
文
化
と
し
て
、
世
界

に
広
く
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
和
食
」
は
、
日
本
人
の
伝
統
的
な
食

文
化
で
あ
り
、
そ
の
礎
と
な
っ
て
い
る
の

が
、
私
た
ち
が
食
べ
て
い
る
「
米
」
で

す
。
今
も
昔
も
生
活
の
基
盤
に
「
米
」
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
月
は
、
平
成
27
年

産
水
稲
の
生
産
状
況
に
つ
い
て
み
て
い
き

ま
す
。

　　

全
国
の
平
成
27
年
産
水
稲
の
作
柄
は
、

北
海
道
及
び
東
北
で
は
、
全
も
み
数
及
び

登
熟
が
お
お
む
ね
平
年
を
上
回
っ
た
一

方
、
関
東
以
西
で
は
、
全
も
み
数
は
地

域
に
よ
っ
て
差
が
あ
っ
た
も
の
の
、
８

月
中
旬
以
降
の
日
照
不
足
や
台
風
等
の

影
響
に
よ
り
登
熟
が
総
じ
て
平
年
を
下

回
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
国
の
10
ａ
当
た

り
収
量
は
平
年
並
み
の
５
３
１
㎏
（
前

年
産
に
比
べ
５
㎏
減
少
）、
収
穫
量
（
子

実
用
）
は
７
９
８
万
６
、０
０
０
ｔ
（
同

44
万
９
、０
０
０
ｔ
減
少
）
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す

　

こ
の
う
ち
、
主
食
用
の
収
穫
量
は
、

７
４
４
万
２
、０
０
０
ｔ
で
、
前
年
産
に

比
べ
44
万
ｔ
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。（
図
１
）。

　

な
お
、
作
況
指
数
に
つ
い
て
は
愛
媛
県

全
体
で
98
の
や
や
不
良
、
作
柄
表
示
地
帯

別
に
は
東
予
は
98
の
や
や
不
良
、
中
予
は

99
の
平
年
並
み
、
南
予
は
97
の
や
や
不
良

と
な
り
ま
し
た
（
図
２
）。

　

忙
し
い
毎
日
、
朝
食
を
抜
い
て
い
ま
せ

ん
か
。朝
食
を
抜
く
と
、脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
不
足
し
て
集
中
力
や
記
憶
力
の
低
下
な

ど
に
繋
が
り
ま
す
。「
ご
は
ん
食
」
は
粒

食
な
の
で
、
ゆ
っ
く
り
と
消
化
・
吸
収
さ

れ
、
血
糖
値
を
な
だ
ら
か
に
上
げ
て
、
長

時
間
維
持
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
脳
に
と
っ

て
非
常
に
安
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源

な
の
で
す
。
気
持
ち
よ
く
シ
ャ
キ
ッ
と
１

日
を
始
め
る
た
め
に
、
朝
か
ら
し
っ
か
り

ご
は
ん
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

中
国
四
国
農
政
局
愛
媛
支
局

　　　

愛
媛
県
の
平
成
27
年
産
水
稲
の
作
柄

は
、や
や
不
良
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

１
㎡
当
た
り
全
も
み
数
は
平
年
並
み
に
確

保
さ
れ
た
も
の
の
、
生
育
期
間
を
通
じ
て

日
照
不
足
傾
向
で
推
移
し
た
上
に
、
10
月

以
降
の
低
温
及
び
い
も
ち
病
の
発
生
に
よ

り
登
熟
が
阻
害
さ
れ
た
た
め
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
10
ａ
当
た
り
収

量
は
４
８
８
㎏
（
平
年
に
比
べ
て
10
㎏
減

少
）
と
な
り
ま
し
た
。
作
柄
表
示
地
帯
別

に
み
る
と
、
東
予
は
４
８
１
㎏
（
同
10
㎏

の
減
少
）、
中
予
は
５
２
８
㎏
（
同
６
㎏

の
減
少
）、
南
予
は
４
６
１
㎏
（
同
12
㎏

の
減
少
）
と
な
り
ま
し
た
。

全国の水稲収穫量（主食用）は744万2,000t
－ 平成27年産水稲の収穫量調査結果から －

愛
媛
県
の
10
ａ
当
た
り
収
量
は

４
８
８
㎏

全
国
の
10
ａ
当
た
り
収
量
は

５
３
１
㎏

２

北海道
559

（△18）

東北
579
（△６）

沖縄
288

（＋27）

南予
作況指数
97

中予
作況指数
99

東予
作況指数
98

九州
484
（＋２）

中国
503
（＋８）

北陸
531
（△５）

四国
466
（＋３）

関東・東山
526

（△18）
東海
494
（△３）

近畿
508

（＋11）

図２　平成27年産水稲の作柄表示地帯別作況指数（愛媛県）

図１　平成27年産水稲の全国農業地域別10a当たり収量

注　10ａ当たり収量は、1.70㎜のふるい
　　目幅で選別された玄米の重量です。

注：１作況指数とは、10ａ当たり平年
収量に対する10ａ当たり収量の比
率です。

　　２愛媛県の作況指数は、1.75㎜の
ふるい目幅で選別された玄米を基
に算出した数値です。

全国
531㎏

（前年差△５㎏）

愛媛県
作況指数
98
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「
日
本
酒
、
大
好
き
で
す
」。

　

こ
う
書
く
と“
酒
豪
”と
思
わ
れ
る
で
し
ょ

う
か（
笑
）。
テ
レ
ビ
番
組
で
の
酒
蔵
取
材
が

き
っ
か
け
で
２
０
０
１
年
「
利
き
酒
師
（
Ｓ

Ｓ
Ｉ
認
定
）」
の
資
格
を
取
り
、
勢
い
余
っ

て
「
ワ
イ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」「
焼
酎

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
現
在
は
焼
酎
利
き
酒
師
」

の
３
つ
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
つ
ま
り

“
酒
の
三
冠
王
”。
学
ん
だ
知
識
を
酒
の
肴
に

晩
酌
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
折
し
も
今
は
日

本
酒
の
寒
造
り
シ
ー
ズ
ン
。
早
い
蔵
で
は
新

酒
が
蔵
出
し
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
初
期
頃
ま
で
は
「
新
酒
・
間
酒
・

寒
前
酒
・
寒
酒
・
春
酒
」
と
年
に
５
回
仕
込

ま
れ
て
い
た
日
本
酒
。
酒
は
温
度
変
化
に
弱

く
低
温
・
長
期
発
酵
が
必
要
な
事
か
ら
“
寒

仕
込
み
”
が
次
第
に
定
着
し
た
と
か
。
冬
は

水
質
も
安
定
す
る
上
、
秋
に
収
穫
し
た
米
が

新
鮮
な
う
ち
に
仕
込
め
る
な
ど
の
利
点
も
あ

る
そ
う
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
の
温
度
管
理
が

容
易
に
な
り
今
で
は
年
中
酒
造
り
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
が
、
小
さ
な
酒
蔵
で
は
今
で
も

杜
氏
と
蔵
人
が
伝
統
の
仕
込
み
方
で
酒
造
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
媛
に
は
大
小
45
の
酒
蔵
が
あ
り
ま
す
。

意
外
に
多
い
で
す
よ
ね
。
酒
豪
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
高
知
（
笑
）
は
18
（
組
合
加
盟
蔵
）

で
す
か
ら
、
愛
媛
は
地
域
地
域
で
酒
文
化
が

い
か
に
発
達
し
た
県
で
あ
る
か
が
分
か
り
ま

す
。
米
と
水
、
酵こ

う

母ぼ

と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
素

材
を
使
っ
て
醸
す
日
本
酒
。
米
の
種
類
や
磨

き
方
、
水
の
違
い
、
酵
母
の
違
い
、
造
り
手

や
風
土
に
よ
っ
て
香
り
も
味
も
千
差
万
別
で

す
。
こ
こ
に
惹
か
れ
る
ん
で
す
。
同
じ
原
料

で
こ
う
も
違
う
味
に
醸
せ
る
の
か
と
。
吟
醸

酒
な
ら
イ
チ
ゴ
や
メ
ロ
ン
の
よ
う
な
フ
ル
ー

テ
ィ
な
甘
い
香
り
、
純
米
酒
な
ら
米
の
旨
み

を
感
じ
る
ど
っ
し
り
と
し
た
味
わ
い
。
な
ぜ

こ
の
香
り
・
味
わ
い
が
生
み
出
さ
れ
る
の
か

を
探
る
楽
し
さ
が
日
本
酒
に
は
あ
り
ま
す
。

　

利
き
酒
は
ワ
イ
ン
の
よ
う
に
銘
柄
当
て
を

す
る
の
で
は
な
い
の
で
ク
イ
ズ
的
な
面
白
さ

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、味
の
タ
イ
プ
を
分
類
し
、

ど
ん
な
料
理
に
あ
う
か
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
（
相

性
）
を
探
り
当
て
る
の
が
醍
醐
味
で
す
。
最

近
ハ
マ
ッ
て
い
る
の
は
マ
ス
カ
ル
ポ
ー
ネ

日
本
酒
、
大
好
き
で
す
。

KANAE　HIRASHIGE平繁かなえ
あいテレビ（ITV）アナウンサー。広島県呉市出身。1969（昭
和44）年２月７日生まれの水瓶座、血液型はＯ型。安田女子
大学卒業後に広島で１年半フリーアナウンサーを経験。1992
年10月、開局にあわせて、あいテレビへ入社。ローカル情報
番組「ハナマル調査団」、「ハナマルセブン」などでグルメ・リ
ポーターを務めるなど情報系番組を中心に11年間活躍。好物
はウニ、イクラ、フレンチトースト。苦手なのはセロリとレバー。
2003年４月に長女を出産、翌年４月に夕方ニュース「NEWS
キャッチあい」キャスターとして職場復帰し、11年間県内各
地の今を伝え続ける。2015年７月からは、あいテレビがゴー
ルデンタイムとしては13年ぶりとなる情報バラエティ番組「よ
るマチ！」にレギュラー出演。
趣味は、フリーマーケットめぐり、ハワイアンフラ。資格は英検
２級、利き酒師＆焼酎アドバイザー（日本酒サービス研究会認定）、
ワインコーディネーター（全日本ソムリエ連盟認定）を取得。
★「よるマチ！」（毎週月曜・19：00～19：54）
「月曜の夜が“待ち”遠しくなる」県民お役立ち情報バラエティ
番組。毎回、県内の旬な情報を特集で伝えるほか、グルメコー
ナーなどもある。松山市一番町のアエル松山２階の小さなスタ
ジオ・i-studio（通称アイスタ）から生中継で夜の街の様子も
紹介している。
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チ
ー
ズ
の
カ
ナ
ッ
ペ
と
吟
醸
酒
の
組
み
合
わ

せ
。
ク
セ
の
な
い
マ
ス
カ
ル
ポ
ー
ネ
に
香
り

高
い
吟
醸
酒
が
よ
く
合
い
ま
す
。
愛
媛
は
軟

水
で
仕
込
む
た
め
「
女
酒
」
と
呼
ば
れ
る
柔

ら
か
で
甘
口
の
お
酒
が
多
い
一
方
、
辛
口
で

キ
レ
の
あ
る
お
酒
を
得
意
と
す
る
蔵
も
あ

り
、
和
食
の
み
な
ら
ず
い
ろ
ん
な
ジ
ャ
ン
ル

の
料
理
に
合
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
「
自
分
好
み
」
の
地
酒
を
探
す
の

に
ぜ
ひ
お
役
立
て
頂
き
た
い
の
が
松
山
市
一

番
町
に
あ
る
愛
媛
の
地
酒
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
・
蔵
元
屋
。
県
内
24
蔵
約
１
８
０
銘
柄
の

地
酒
が
揃
っ
て
い
て
飲
み
比
べ
を
す
る
事
も

で
き
ま
す
。
今
年
度
は
暖
冬
傾
向
、
だ
か
ら

こ
そ
杜
氏
や
蔵
人
の
技
の
見
せ
ど
こ
ろ
で

す
。
新
酒
の
製
造
年
度
は
毎
年
７
月
～
翌
年

６
月
と
定
め
ら
れ
て
い
て
、
28
Ｂ
Ｙ
（
平
成

28
年
醸
造
）
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
新
酒
が
２
月

は
ず
ら
り
揃
い
ま
す
。
初
心
者
の
方
は
ぜ
ひ

「
搾し

ぼ

り
方
」
に
注
目
し
て
ほ
し
い
！　

ラ
ベ

ル
に
記
さ
れ
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
い
く
つ

か
挙
げ
て
み
ま
す
ね
。
ど
れ
も
火
入
れ
前
の

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
味
わ
い
な
の
で
日
本
酒
の
新

た
な
一
面
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

（
参
照
…
Ｓ
Ｓ
Ｉ
「
利
き
酒
師
必
携
」、
日
本

酒
造
組
合
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
「
＆
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
」）

◦「
に
ご
り
酒
」
…
発
酵
完
了
直
前
の
醪も

ろ
み

を

粗
い
布
で
濾
し
た
だ
け
の
白
く
濁
っ
た
お
酒
。

◦「
お
り
が
ら
み
」
…
搾
り
た
て
の
酒
に
は

微
細
な
固
形
物
「
滓お

り

」
が
残
り
、
こ
の
滓
が

残
っ
た
ま
ま
出
荷
す
る
の
が
「
お
り
が
ら

み
」。
に
ご
り
酒
よ
り
滓
が
薄
い
の
で
「
う

す
に
ご
り
」
と
も
言
う
。

◦「
あ
ら
ば
し
り
」
…
上

じ
ょ
う

槽そ
う

（
醪
を
絞
り
清

酒
と
酒
粕
に
分
け
る
）
の
際
、
圧
力
を
か
け

る
前
に
槽
の
口
か
ら
出
て
く
る
は
じ
め
の
液

体
。
発
酵
し
た
炭
酸
ガ
ス
の
心
地
よ
い
刺
激

の
あ
る
味
わ
い
が
特
徴
。

◦「
雫

し
ず
く

酒ざ
け

、
斗と

瓶び
ん

囲が
こ

い
、
袋

ふ
く
ろ

吊づ

り
」
…
一
般

的
に
酒
袋
を
懸
け
木
に
掛
け
、
自
然
に
流
下

す
る
液
体
だ
け
を
採
取
す
る
方
法
。
自
然
な

圧
力
で
絞
る
の
で
、
手
間
は
か
か
る
が
き
れ

い
な
お
酒
に
仕
上
が
る
。

・「
し
ぼ
り
た
て
」
…
上
槽
後
、
火
入
れ
を

せ
ず
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
の
生
酒
。

 

エ
ッ
セ
イ
の
最
終
回
は
私
の
利
き
酒
リ

ポ
ー
ト
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
（
笑
）、

愛
媛
の
地
酒
の
豊
か
さ
に
興
味
を
持
っ
て
頂

け
た
な
ら
幸
い
で
す
。
地
酒
で
乾
杯
派
を
増

や
す
べ
く
、
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
飲
ん
で

愛
媛
の
お
酒
を
応
援
し
て
い
き
ま
～
す
！

▲蔵元屋では１ショット100円から日本
酒の利き酒ができます。二番町に繰り
出す前に “一人０（ゼロ）次会” で地
酒の飲み比べはいかがですか？

▲「お酒を飲む口実に」と取得した３つの資格。利き酒師は日本酒のおいしさだけで
なく料理との相性も提案できるスキルが必要です！
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●がんばれ受験生！「『愛媛いよかん』＝いい予感」

湯島天神で合格祈願「愛媛いよかん」3,000個配布
　ＪＡ全農えひめ果実課は、「がんばれ受験生！
『愛媛いよかん』＝“いい予感”」をコンセプトに、
今年も大学センター試験を控えた１月９日、東
京都文京区の湯島天神の境内で、合格祈願のお
祓いを受けた「愛媛いよかん」を参拝者3,000
人に無料配布しました。
　この取り組みは、合格の縁起物として、また
ビタミンＣがたっぷりの伊予柑で受験を控え
た大事な時期に風邪を予防してもらおうと毎
年実施しており、今回で31回目。受験シーズン
の恒例行事になっており、合格祈願で参拝する
受験生や家族に合格の縁起物として喜ばれて
います。
　今年も配布開始前から行列ができる中、境内
に「合格まで風邪をひかずに頑張ろう。愛媛い
よかん＝いい予感」の天幕を掲げて、かすり姿

の女性が、参拝さ
れる受験生やその
家族に「いい予感
が当たりますよう
に」とお祓いを受
けた愛媛いよかん
を配布しました。

●2015ＪＡ農機ビッグフェア

ＪＡ農機の総合展示会に1,417人が来場
　県内ＪＡとＪＡ全農えひめ農機課は、12月４
日・５日の２日間、松山市のアイテムえひめで、
取扱メーカー等の協力を得て、県内統一の農機
総合展示会「2015ＪＡ愛媛農機ビッグフェア」
を開きました。
　フェアは、農機の計画的・効率的な適正導入
の促進と安全使用の啓発、効率生産に役立つ作
業体系の提案や省力機械の普及促進、新機種・
新製品の説明・研修などを目的に毎年開催して
おり、25回目。
　今回は「豊かな大地とみんなの笑顔。ＪＡ農
機が応援します」をテーマに、大型農機から小
物資材までメーカー21社が効率化や高品質生産
に対応できる高性能機械・省力機械、新製品や
小物特価品等を多数展示。１台限りの超特価品
の展示販売のほか、安全・安心・低コスト化に
向けた取り組み情報を紹介するトータルアグ

リードコーナー、野菜作関連機械や安全使用な
どのコーナーを設置し、農機関連情報を発信し
ました。
　県内各ＪＡから1,417人が来場し、最新農機
のデモンストレーションなどを通じて性能や特
徴などを確認していました。
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●甘平選果目あわせ会

「甘平」ブランド確立に向けて品格統一めざす

●平成27年度「愛媛県くり品評会」表彰式

農林水産大臣賞の稲積清重さん、稲本裕子さんらを表彰

　ＪＡ全農えひめ果実課は、１月８日、愛媛オ
リジナル品種「甘平」の出荷を前に、八幡浜市
のＪＡにしうわ本店で「甘平選果目あわせ会」
を開きました。
　目合わせ会は、消費者・販売先の期待に応え
るため、品質の向上と品格の統一をめざして行っ
ており４回目。ＪＡの生産販売・選果担当者と
愛媛県、市場関係者など40人が出席しました。
　目合わせ会では、ＪＡ全農えひめの担当者が、
サンプル果実を見せながら選別・出荷基準や基
準見直し（「秀」（Ａランク）の酸度基準を1.1％
未満から1.2％未満に変更）について説明。品
格・価格に見合った商品を出荷することを呼び
かけ、確認しました。
　「甘平」は、愛媛県が平成19年に品種登録し
た爽やかなシャキッとした食感と甘さが魅力の
品種。面積・生産量とも年々拡大しています。
　東京と松山の市場関係者が、「認知度・人気
も上がっている。旬・美味しい時期が短いので
適期収穫を心がけ、品質にばらつきのない高品
質なものを出荷してほしい」と呼びかけました。

　27年産生産予想量（27年12月時点予想・ＪＡ
関係）は、面積が前年比124％の197ha、生産
量は前年比111％の1,702ｔ。ＪＡ全農えひめ担
当者は、「生産量が拡大する中、厳選出荷で市
場単価は前年並み以上をキープしていきたい」
と話していました。
　なお、目合わせ会の後には、愛媛県の職員が
サンプル果実を見せながら、昨年11月に県が発
表した「愛媛QUEEN（クイーン）スプラッシュ」
（糖度13度以上で外観が特に優れた最高品質の
甘平）の選果基準等を説明しました。

　愛媛県くり研究同志会（大野奉孝会長、会員
数2,157人）は、12月８日、松山市のＪＡ愛媛
で平成27年度「愛媛県くり品評会表彰式」を開
き、農林水産大臣賞を受賞した立木部門の稲積
清重さん（ＪＡ愛媛たいき）、果実部門の稲本
裕子さん（ＪＡえひめ中央）をはじめ入賞者を
表彰しました。
　立木部門で農林水産大臣賞を受賞した稲積さ
んは、日当たりがよく作業性に優れた明るい園
地で、下枝まで十分に日が射しこみ樹全体の樹
勢・樹形もよく、整枝せん定等の管理も十分に
行われており、年５回の防除で病害虫の発生も
ほとんどなく、省力化や土壌管理面でもすぐれ、
着毬数・肥大とも良好で生産性の高い模範園と
して高く評価されました。２回目の受賞となっ
た稲積さんは、「日頃から風通しや採光に心が
けており、評価されてうれしい。これからも、
10ａあたり収量500㎏を目標に頑張っていきた
い」と笑顔を見せていました。
　果実部門で大臣賞を受賞した稲本さんの出品
した銀寄は、特に果実の大きさ・光沢・揃いが
高く評価されました。稲本さんは、「平成29年
に植えたばかりで出荷も３年目。経験も浅い中
で評価されてうれしい。今回の受賞を機に、さ

らに頑張りたい」と受賞の喜びと今後の抱負を
話していました。
　なお、ＪＡ全農えひめ扱いの27年産栗の市場
販売実績は、出荷数量が293ｔ（前年比73％）、
平均㎏単価は838円（同129％）でした。８月・
９月は前年を上回る出荷量だったものの、荷
動きはスムーズで高単価で推移。10月は出荷
のピークらしいピークもなく出荷量が激減（前
年比31％）し、㎏単価は1,051円（同174％）で
した。
※入賞者は11月号12ページのトピックニュース
で紹介しています。

▲�農林水産大臣賞の稲本さん（左）と稲積さん
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●肉用牛婦人研修会

肥育技術向上に向けて食肉処理の現場を視察
　愛媛県肉牛生産者協議会は、12月10日、大洲
市のＪＡえひめアイパックス㈱本社などで、Ｊ
Ａ関係者を含め26人が参加して、「肉用牛婦人
研修会」を開きました。
　今回は、ＪＡえひめアイパックス㈱食肉処理
施設で牛枝肉の状況や牛カット室を見学しなが
ら、同社社員とＪＡ全農えひめ職員から、出荷
した牛がどのように評価されているか、また加
工処理されて店頭に並ぶかといった流通状況、
枝肉を見ながらどのような肉が購買者に好まれ
るかなどを学びました。　
　加工処理施設を初めて見学した方も多く、自

分が出荷した
枝肉を見つけ
ると、担当者
に評価のポイ
ントを熱心に
聞いていまし
た。参加者は、
「一生懸命育
てた牛がここで処理され、経営ができている。
牛たちに感謝です」「評価基準や流通の状況が
勉強になりました。高評価が得られる肉を出荷
できるよう頑張りたい」と話していました。

ゼスプリ社のキウイ新品種「Ｇ３」初収穫を中村知事に報告
　ゼスプリインターナショナルジャパン㈱とＪ
Ａ全農えひめ、ＪＡえひめ中央の代表が、11月
30日、愛媛県庁に中村時広知事を表敬訪問し、
県内で試験栽培中のゼスプリ社の新品種「G３」
（ゼスプリ・サンゴールド）が国内で初収穫さ
れたことを報告しました。
　同品種は、ニュージーランド（NZ）ではゴー
ルド系キウイの主力品種。「ホート16A」に比
べて糖度は高く、大型で収量は若干多いとされ、
NZでは「ホート16A」と比べてキウイフルー
ツかいよう病（Psa）に対して耐性が強いとい

う調査結果が公表されています。
　平成30年から県内産の販売が見込まれてい
ます。

　東温市北野田にある農産物直売所「ＪＡグ
リーンえひめ・フレッシュ市」は、１月７日、
出荷会員が地元でとれた七草を使って作った
「七草粥」を来店客に振る舞いました。
　この取り組みは、ＪＡグリーンえひめの出荷
会員が組織するフレッシュ市部会が「七草粥お
接待」として毎年取り組んでいる地域の消費者
との交流イベントです。
　当日は、出荷会員が早朝から大鍋で七草粥
200人分を作り、来店客に無料で七草粥を手渡
しました。

　七種の若
菜の生命力
を食し、邪
気をはらう
という習わ
し の 七 草
粥。食べた
方は、「あっ
さりしていておいしい」「体が温まります」「今
年も元気に過ごせそうです」などと笑顔を見せ
ていました。

●ＪＡグリーンえひめ七草粥お接待

「今年も元気に過ごせそう」と恒例行事が大好評！

▲�試食した中村知事も高評価！
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●「ＰＯＭアシタノカラダみかんジュース」

機能性表示食品を前面に打ち出した新パッケージ！

児童福祉施設に、もち米とジュース、いちごを贈呈

　「機能性表示食品」として消費者庁に受理さ
れた㈱えひめ飲料の「POMアシタノカラダみ
かんジュース」が、１月20日から、機能性表示
食品を前面に打ち出したパッケージにリニュー
アルしました。骨の健康維持に役立つみかん
ジュースをアピールし、販売拡大をめざします。
　機能性表示食品制度では、事業者の責任で同
庁に受理された健康への効果が商品に表示でき
ることから、新パッケージの上部に機能性表示
食品「β−クリプトキサンチンは、骨の良好な
代謝を助けることにより、骨の健康維持に役立
つことが報告されています。」と明示しました。
　同商品は、同社独自の製法により、125ml紙
パック１本あたり、みかん約３個分のβ−クリ

プトキサンチン３mgを含
むみかんジュース。同社は、
「更年期以降の女性や骨の
健康が気になる方にぴった
りの商品。カロリーはみか
ん約１個分の55kcalに抑え
ており、毎日の食事に合わ
せて飲み続けてほしい」と
意気込んでいます。
　１ケース（24本入り）が
3,110円（税込・送料別）。同
社のネットショップ「POM
まじめな宅配便」で限定販売しています。
　詳しくは㈱えひめ飲料ホームページまで。

　ＪＡ全農えひめは、愛媛県社会福祉協議会を
通じて県内14の児童養護施設・知的障害児福祉
施設に、もち米640㎏と「POM愛媛粒入り蜜柑
伊予柑」など愛媛産の柑橘ジュース77ケースを
贈りました。
　12月11日ＪＡ愛媛で贈呈式を行い、ＪＡ全農
えひめの小越愼介県本部長が同協議会の森憲宣
常務に「心ばかりではありますが、子どもたち
のためにお役立てください」と目録を手渡しま
した。森常務からお礼の言葉とともに、ＪＡ全
農えひめに感謝状の贈呈がありました。
　この取り組みは、
社会貢献活動の一環
として、協同組合の
相互扶助の精神のも
と、児童福祉施設の
子どもたちが明るい
お正月を迎えられる
ように、昭和59年か
ら毎年実施している
ものです。

　ＪＡ愛媛野菜生産者組織協議会は、12月22日、
社会貢献活動の一環として、松山市内３か所の
児童福祉施設に県内産いちご計約150パックを
プレゼントしました。
　松山市束本の児童養護施設・愛媛慈恵会では、
ＪＡ全農えひめ野菜花卉課の堀岡茂課長が「今
年もおいしく仕上がっています。ビタミンCが
豊富ないちごを食べて元気に過ごしてくださ
い」と、園児代表の３歳から18歳の子どもたち
８人に県内産のいちご「紅ほっぺ」と「あまお
とめ」計50パックを手渡しました。
　代表して三好怜那さん（18歳）が、「今年も
いちごを届けていた
だきありがとうござ
います。みんなでお
いしくいただきま
す」とお礼を述べた
後、皆で「甘くて美
味しい」「いちご大
好き」と嬉しそうに
頬張っていました。

●県畜産振興連絡協議会と県議意見交換会

将来に向け再生産可能な政策確立などを要望
　愛媛県畜産振興連絡協議会は、12月９日、松山
市内で自民党県連畜産振興議員連盟（会長＝渡
部浩県議）と「畜産に関する意見交換会」を開き
ました。平成13年から毎年行っており15回目。
　県議会議員20人のほか、県内４畜種（肉牛・
養豚・酪農・養鶏）の生産者組織の役員、ＪＡ
関係者など60人が出席しました。
　県内の畜産情勢を報告し、協議会として県内
畜産基盤の維持に向けて、TPP交渉の合意内容
が畜産業に与える影響を精査し、経営安定対策
など将来にわたって再生産が可能となる政策確

立、地域の実
情を反映した
制度の仕組み
づくり、配合
飼料価安定制
度については
飼料の高止ま
りに対応する
よう制度の充
実に向けた働きかけなどを要望。畜種別の要望
を行って、意見交換しました。

▲�目録を受け取る森常務（右） ▲�おいしい県内産いちごに大喜び
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R E A D E R S 通 信

今月の
クイズ編 集 後 記

●
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ッ
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を
読
ん
で
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平
繁
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ん
の
笑
顔
で
明
る
く
な

れ
ま
す
。

　

愛
媛
の
耕
地
面
積
が
減
少
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
40

年
間
で
40
％
減
と
聞
く
と
寂
し
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
環
境
に
お
い
て
も
頑
張
っ
て
い
る
方
の
紹
介
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

	
	

（
松
山
市
・
大
西　

傑
さ
ん
）

●
ト
ピ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
読
ん
で
、「
き
よ
み
サ
イ
ダ
ー
」

が
で
き
た
の
で
す
ね
。
み
き
ゃ
ん
の
ラ
ベ
ル
が
か
わ
い

い
で
す
ね
。

	
	

（
西
条
市
・
瀬
川　

憲
子
さ
ん
）

●
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
植
え
て
育
て
た
サ
ツ
マ
イ
モ
で
作
る
か

ん
こ
ろ
を
１
歳
の
孫
（
女
の
子
）
が
喜
ん
で
食
べ
ま
す
。

我
々
は
あ
ま
り
見
向
き
も
し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
美

味
し
さ
が
わ
か
る
の
か
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
見
る
と
せ
が

み
、
か
ん
こ
ろ
を
片
手
に
持
っ
て
よ
ち
よ
ち
歩
く
姿
は

見
て
い
て
ほ
ほ
え
ま
し
く
な
り
ま
す
。

	
	

（
四
国
中
央
市
・
三
好　

昇
さ
ん
）

●
料
理
コ
ー
ナ
ー
の
今
月
の
素
材
は
い
つ
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
す
ご
く
興
味
が
あ
っ
て
身
近
な
食
材
で
で

き
る
の
で
作
っ
て
食
卓
に
出
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

家
族
み
ん
な
で
美
味
し
く
食
べ
て
い
ま
す
。

	
	

（
大
洲
市
・
矢
野　

美
恵
子
さ
ん
）

●
リ
ー
ダ
ー
ズ
通
信
は
、
い
ろ
い
ろ
な
地
区
、
た
く
さ
ん

の
意
見
を
読
む
の
が
大
好
き
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
名
物
職
員
特
集
と
か
…
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

	
	

（
八
幡
浜
市
・
井
上　

真
美
代
さ
ん
）

●「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
」
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い

気
が
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
知
名
度
ア
ッ
プ
に
努
め
、

愛
媛
み
か
ん
が
ま
す
ま
す
売
れ
ま
す
よ
ー
に
。

　

今
年
の
み
か
ん
や
ポ
ン
カ
ン
な
ど
は
美
味
し
い
で
す

ね
。
私
も
毎
日
の
よ
う
に
食
べ
て
い
ま
す
。

	
	

（
西
予
市
・
毛
利　

徳
子
さ
ん
）

●
愛
媛
の
み
か
ん
は
本
当
に
美
味
し
い
で
す
ね
。
私
は
南

予
生
ま
れ
な
の
で
、
段
々
畑
で
育
っ
た
み
か
ん
を
食
べ

て
育
ち
ま
し
た
。
全
国
の
皆
様
に
愛
媛
の
美
味
し
い
み

か
ん
を
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
、
愛
媛
み
か
ん

大
使
（
い
よ
か
ん
大
使
）
の
皆
さ
ま
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
「
に
こ
ま
る
」
を
初
め
て
食
べ
ま
し
た
。
も
ち
も
ち
し

て
い
て
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
ス
ー
パ
ー
等

で
試
食
販
売
し
て
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
た
ら
よ
い
と
思
い

ま
す
。

	
	

（
松
山
市
・
山
田　

年
浩
さ
ん
）

●
愛
媛
酒
蔵
め
ぐ
り
を
読
ん
で
。
現
在
は
酒
の
種
類
も

多
く
、
ま
た
後
継
者
が
な
く
て
や
め
て
し
ま
っ
た
酒

造
会
社
が
近
く
に
あ
り
ま
す
が
、
正
木
正
光
酒
造
場

は
、
町
の
活
性
化
に
活
躍
中
で
、
町
の
た
め
に
頑
張
っ

て
ほ
し
い
。
私
も
酒
は
少
量
し
か
口
に
し
ま
せ
ん
が
、

百
薬
の
長
と
な
る
飲
み
方
を
し
、
元
気
に
過
ご
し
た

い
も
の
で
す
。

	
	

（
今
治
市
・
岡
田　

隆
義
さ
ん
）

●
正
木
正
光
酒
造
場
の
代
表
銘
柄
「
野
武
士
」
が
面
白
い
。

ま
た
酒
造
所
が
あ
る
松
野
町
松
丸
に
は
昔
親
し
く
し
て

い
た
近
所
の
駐
在
さ
ん
が
ご
夫
婦
と
も
に
大
酒
飲
み

だ
っ
た
の
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

毎
年
京
都
の
方
が
伏
見
の
酒
を
届
け
て
く
れ
る
の
で
す

が
、
そ
の
名
も
近
藤
勇
が
飲
ん
だ
と
い
う
「
新
撰
組
」

と
い
う
お
酒
で
す
。
こ
の
た
び
は
こ
ち
ら
か
ら
武
士
つ

な
が
り
で
「
野
武
士
」
を
買
っ
て
届
け
て
あ
げ
よ
う
と

思
い
ま
す
。

	
	

（
八
幡
浜
市
・
岡　

善
男
さ
ん
）

●
エ
ッ
セ
ー
を
読
ん
で
。
テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の
平
繁
か

な
え
さ
ん
、
親
し
み
や
す
い
感
じ
で
愛
媛
の
方
と
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
出
身
は
広
島
と
の
こ
と
。
で
も
今

は
愛
媛
の
人
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
仕
事
、
家
庭
と
忙

し
い
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
が
、
身
体
に
気
を
付
け
て

頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

	
	

（
西
条
市
・
武
田　

五
月
さ
ん
）

12
月
号
の
答
え
は
「
第
36
回
」」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０
円

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

三
木
江
正
治
さ
ん
（
西
予
市
）	

福
島　

清
繁
さ
ん
（
松
前
町
）

合
田　

有
良
さ
ん
（
新
居
浜
市
）	

大
野
美
佐
枝
さ
ん
（
内
子
町
）

阿
部　

紗
弓
さ
ん
（
今
治
市
）	

西
田　

満
代
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）

弓
削　

初
美
さ
ん
（
宇
和
島
市
）	

阿
部　

紗
弓
さ
ん
（
今
治
市
）

菅　
　

晶
弘
さ
ん
（
今
治
市
）	

上
田
ト
ク
ミ
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）

当
選
者
発
表

締　

切　

り

平
成
28
年
３
月
18
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発　
　
　

表
「
あ
ぐ
り
～
ど
」
４
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト 「

Ｐ
Ｏ
Ｍ
ア
シ
タ
ノ
カ
ラ
ダ
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
」
が
、

機
能
性
表
示
食
品
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
な
り
ま
し
た
。
紙
パ
ッ
ク
１
本
に
み
か
ん
何
個
分

の
β

−

ク
リ
プ
ト
キ
サ
ン
チ
ン
が
含
ま
れ
る
？

「
み
か
ん
約
○
個
分
」

★日本農業新聞１月20日付で、
「2016	果実の売れ筋期待値ラ
ンキング」が掲載され、愛媛
オリジナル品種の「紅まどん
な」が２位、「甘平」が５位に
ランクインしていました。愛
媛の農産物が注目・期待を集
めるというのは嬉しい限りで
す。ニュースでも紹介した目
合わせ会等を通じて期待を裏
切らない品質＝愛媛ブランド
の確立を図りたいものです。
　愛媛の酒蔵めぐりも８回目。
酒蔵ごとに銘柄の由来や歴
史、特徴・魅力があります。平
繁かなえさんがエッセーで紹
介していた「蔵元屋」には地
酒が揃っているのでぜひ足を
運んでみてください。	（正直）

【訂正とお詫び】
◆	１月号18ページの日本農業賞愛媛
県代表表彰式を紹介したニュース
の中で、阿部馳夫さん・禮子さん
のＪＡ名に誤りがありました。正
しくは「ＪＡおちいまばり」でした。
　	また、ＪＡえひめ南ブラッドオレ
ンジ部会の代表者は、児玉恵さん
でした。
　お詫びして訂正いたします。
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〈作り方〉
①	　鍋にⒶ（甘酢）の材料を入れ、温めて砂糖を
溶かし、冷ます。
②	　キウイは皮をむき、幅５㎜の半月切りにする。
③	　カブは千切りにして、塩水につけ、しんなり
させる。
④	　ニンジンは千切りにし、サッと茹で、冷水に
とる。
⑤	　ユズは皮を千切りに、昆布は細切りにする。
⑥	　ボウルに水気を切った③、④、⑤を入れ、①の
甘酢を入れてさっくり合わせ、②を加え混ぜる。
⑦	　器に盛りつける。

〈作り方〉
①	　キウイは皮をむき、一口大に切る。
②	　エビは殻をむき、背ワタをとり、水で洗って
しっかりと水気を拭きとり、塩・コショウで下
味をつける。

③	　ボウルでⒶを混ぜて衣を作り、②をつけて、
油で揚げる。

④	　プチトマトは半分に切る。
⑤	　ボウルでⒷ（マヨネーズソース）の材料を混
ぜ合わせて、①、③、④を加え、さっくり和える。
⑥	　器にレタスを敷き、⑤を盛りつけ、パセリを
ふる。

キウイのなます エビとキウイのマヨネーズ和え豚肉とキウイのガーリック炒め

〈作り方〉
①　キウイは皮をむき、8つの櫛切りにする。
②	　豚肉は食べやすい大きさに切り、混ぜ合わせ
たⒶに15分程度漬け込む。

③	　ニンジンは５㎜幅の短冊切り、レンコンはイ
チョウ切りにし、水でさらす。

④	　フライパンに油を熱し、ニンニクを炒め、③
を入れ、塩・コショウをして炒め、②を液体ご
と加えてさらに炒め、最後に①を加えて、塩・
コショウで味を調える。

⑤	　器に盛りつけ、千切りにしたセロリとチャー
ビルを飾り、黒コショウをふる。

※②の漬け込み時間を多くすれば、肉の柔らかさ
も増す。

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約36kcal
キウイフルーツ	 １個
カブ	 １個
ニンジン	 1/5本
ユズ（皮）	 1/4個
昆布（３㎝角）	 １枚
塩	 適量
　水	 100㏄
　酢	 50㏄
　砂糖	 大さじ３

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約324kcal
キウイフルーツ	 ２個
エビ	 16尾
塩・コショウ	 少々
　水	 80㏄
　天ぷら粉	 40ｇ
揚げ油	 適量
プチトマト	 ８個
　マスタード	 小さじ１～
　マヨネーズ	 100ｇ
　ケチャップ	 大さじ１
　砂糖	 大さじ１
　レモン汁	 小さじ１
レタス	 ２枚
パセリ（みじん切り）	 少々

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約218kcal
キウイフルーツ	 ２個
豚モモ肉（スライス）	 300ｇ
　キウイフルーツ（すりおろし）	１個
　タマネギ（すりおろし）	 1/4個
　酒	 大さじ１
　砂糖	 小さじ１
　醤油	 大さじ３
ニンジン	 1/5本
レンコン	 50ｇ
ニンニク（スライス）	 ２かけ
サラダ油	 適量
塩・コショウ	 少々
セロリ（小）	 １本
チャービル	 １枝
黒コショウ（粗挽き）	 少々

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大佐古 正子先生

▲

（
左
後
）
豚
肉
と
キ
ウ
イ
の
ガ
ー
リ
ッ
ク
炒
め
、（
右
）
エ
ビ
と
キ
ウ
イ

の
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
和
え
、（
左
前
）
キ
ウ
イ
の
な
ま
す

Ⓐ

Ⓐ Ⓐ

Ⓑ

ビタミンＣ＆Ｅ、繊維、ミネラル、葉素etc.
栄養素がウルトラ級だよ、この１個！

今月の素材

キウイフルーツ

NOW NOWCOOKING
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この冊子は再生紙を使用しています。

環境に配慮した植物油インキ
を使用しています。

きれいな肌は、
きれいな服より
恋を実らせると思う。

ビタミンＣを摂取しよう！

みかんの
季節到来とともに
受験と恋の季節が
やってくる。

ドキドキがとまらない！

愛を伝えるものって
バラの花以外にない
と思ってました。

オレンジも“愛のシンボル”

家族とこたつと
みかん。
心地よいぬくもり。

みかんが人をつなぐ。
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